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第 1次調査、第 2次調査（辻他　2012,  2013）により、後円部墳頂に略方形の塚状遺構
があることが判明していた。今年度の調査ではまず、昨年度まで観察用に残していた土層
断面を記録作成の後に取り払い塚状遺構の全体を露出し、写真撮影を実施し（写真 2）、
10 c m等高線による平面図を作成した（第 3図）。
精査の結果、塚状遺構は南東部分に乱れははあったが、1辺 8～9 m、高さ 60 c m程度の
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後円部墳丘構造を探求するために、後円部墳丘東西方向に第 8、第 9の 2本のトレンチ
を設定した。















形があってやや形に乱れがあるが、おおむね一辺 10 m前後、高さ 60 c m程度の方形を呈
しており、塚はシルト質の土層と小礫だけで構成される層、土層を交互に積み重ねて作ら
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第9図　灰塚山古墳全体図
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